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変革・・・リニア新幹線時代の旅

前館長　矢　部　保　雄

リニア新幹線は名古屋までの途中駅の場所について、地元との薄めの最終時期に入っている。

いよいよリニアが現実のものとなりつつある。

江戸と明治を「十九世紀日本」として連続性で捉え、内発的近代の可能性を提育した島崎藤村

（1872－1943）の文明論集の中に交通の変革に関する一文がある。

「わたしたちはひたすら前進する力の速さをたよりとして、目的とするところへ到着すること

のみ考えるようになった。」

「こんなにわたしたちの生活は変わりつつある。わたしたちが現にこの世の旅から学ぶものは、

これを過去の人たちに比べたら、何という大きな相蕃だろう。J

松尾芭蕉の奥の細道を引き合いに出している。

「舟の上に生隆を浮べ、馬の口をとらへて善を迎ふるものは、日々鮒こして、旅を楢とす。盲人

も多く旅に死せるあり。」…　‥と。

高稀千勉破著「江戸の旅人」には徒歩が基本の江戸期の旅とある。

さらに時代を遡る755年の防人の乳

「赤駒を山野に放し締りかにて多車の横山徒歩ゆか連らむj

防人は馬で行くことを許されていたから、せめて遠い旅路を馬で行かせたいのが妻の心だが、－

おりから放牧の時期や多摩の横山の着を歩いてゆかせねばならないのかという意味やある。防人た

ちは今日とちがって東国から難波までの陸路、難波からの海特での太宰府、∵壱岐、対馬への旅、

それは並大抵ではなかっただろう。

辞事には頓は住んでいるところを離れ、よその土地を訪ねること。名所旧跡を肪ねたり、未知

の場所にあこがれて、また、遠方への所用のため、居所を離れること。J　とある。

テレビのr遠くへ行きたいJのレポーターとして活躍した渡辺文雄氏は、その著rわたしの旅人

生・最終軌の中で、次のように述べ七いる。

「人はなぜ旅にでるのか？それは出会いであります。美しい風景との出会い、美嘩・珍味との出

会い、暖かいもてなしとの出会い、つまり人との出会い。

単に移動をするなら成るべくはやい方がいい。が、旅という特別な世界という事になると、あな

がちそうとは限らない。移動の時間もまた、大事な旅の一部である。その時に欲しいのは程の良い

スピードである。一番スピードのはやい航空機から見えるのは、地上の地図地形。運の悪い時には

等だけという時もあるこそういう時の方が多い。

新幹線の草庵から見えるのは地図地形ではなく風景である。だが、その風景は風景どま

り。j…‥と。皆さん、旅をしていますか？それはどのような凍でしょうか∴旅は暮らしの句

統点。忘れかけていたものに出会うことができます。

替、青森駅まで列車で行き、書画連絡掛こ乗り換えて北海道に渡ったことがありました。青森駅

は終着駅でした。終着駅は始発駅という青葉があります。私は三月未で終着駅につき定年退職とな

りました。三年間大変お世話になりました。宮川会長さんはじめ友の会の皆様との出会いに恵まれ、

良い思い出ができました。皆様のこれまでの御支援・御協力に心から感謝申し上げます。r変革」

という展では解決できなかった課題もあり、唖憶たる思いも残りますが、後任の銭湯（せんは）さ

んに引き継ぎましたので、引き続き「埼玉県立歴史と民俗の博物館」をよろしくお願いいたします。

帝、鯵、義・‥春です。始発駅から新たな旅にでます。感謝！！。
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県民に親しまれる魅力ある博物館づくりを目指して

館　長　　　銭　場　正　人

この4月1日付けで県立歴史と民俗の博物館の館長として異動してきまし

た鏡場です。「せんば」と読みます。どうぞよろしくお願いいたします。

先日、友の会の役員の皆さんに就任のご挨拶をしましたところ、宮川会長さ

んから「JUNO」に一文を書いて欲しいと依頼を受けました。私は子どもの

頃から作文が大の苦手でしたので、正直まいったなと思ったのですが、尭輩の

館長さん方はどんな文章を書いているのかと思い、平成18年7月1日の創刊

準備号以来の3人の館長さん方の文章を読んでみました。「少年時代・考古学・

博物館」、「共に歩み、互いに発展する博物館を目指して」、「時代の壁・意

識の壁」などなかなか含蓄のある文章ばかりでますます困ってしまったのです

が、先輩方の思いや考えを再認識することもできました。

さて、そこで私は何を書いたらいいのかと思ったのですが、まずはオーソド

ックスに私の人となりを知っていただくために自己紹介をしたいと思います。

私は昭和28年生まれで現在58鼠定年まであと2年です。生まれも育ち

も大宮の桜木町で、この前、自宅から博物館まで歩いてきましたら、丁度30

分で着きました0これからも天気の良い日には歩いてこようと思っています。

県庁職員になって36年ですが、私はいつも矢部さんの後を歩いているようで、

今回でたぶん4度目の引継ぎとなります。

3月の中頃にある会合で萩元前副館長さんと一緒になった折りに、まだ人事

の内示前だというのに「4月からよろしくお願いします。」と言われてしまい

ました。考えてみると、歴代の館長さんは、全員かどうかは分かりませんが、

皆さん本局で文化財の担当課長をなさっているのですね。私も5年も前ですが、

生涯学習文化財課長をしていたのでその可能性は太いにあったわけです。私は

歴史が好きですし、旅行に行くと必ず遺跡や古墳などを見てまわっていますの

で、この博物館に異動になり、「ラッキー」と思っています。

歴史と民俗の博物館は、昨年で大規模な改修も一通り終わりました。また、

昨年の11月には開館40周年を迎え、まさに今年は矢部前館長さんも害って

いるように「新たな飛躍の年」となるわけです。こんな時に館長になるわけで

すので、身が引き締まる思いですが、県民に親しま去れる魅力ある博物館づくり

に邁達し、私なりの成果が残せればと思っています。



匝鱒卜軽重頭

1これからの友の会のイベント

05月26日（土）　当会年次総会（午前10時から。博物館講堂）事前申込み不要。ぜひご参加を／

講演会「土器、陶器から見た日本の中世」（午後1時半～。博物館講堂）⑳

講師：埼玉県立さきたま史跡の博物館・嵐山史跡の博物館　館長　浅野晴樹先生

＝中世は文書の世界ではない。歴史の解明には考古学の参加も必要。土器、陶器で中世史の謎に迫るお話＝

06月9日（土）　見学会「国塁歴史民俗博物館と佐倉市の史跡をめぐる」

企画・案内：友の会・理事・サポーターA（斉藤）グループ

07月15日（日）　講演会「平清盛と諷

講師：東京大学史料編纂所・情報学府　教授　本郷和人先生

＝大河ドラマの主人公と武蔵の関係はPドラマの時代考証にあたっておられる本郷先生のお話＝

08月3白（金）講演会f出垂神話と古代文化の点と線～古拙さん13∝）年記念～」⑳

講師：島根県神社庁　錦田剛志先生

＝古事記篤さん1300年という今年、出雲から講師を迎えて、神話に表現された古代文明のお話を聴きましょう＝

08月5日（日）見学会「脚折（すねおり）雨乞行事」

＝鶴ヶ島市に伝わる4年に－回しか行なわれない雨乞い行事を、男に行きましょう＝

08月（日程未定）見学会「出土品展と東松山市の史跡」

＝暦年一年に、軸で出土した酌の衰示が行なわれるさきたま史静の削減を焉学し、三角糾獣釦）出胡弛山市の蛸を遷指す＝

☆上記のイベントについて、⑳以外臥まだお申込みの受付けをしておりませんこのニュースで詳細を

発表後にお願いいたします。l「講演会は往復ハガ羊、見学会は通常ハガ判を厳守してくださ沌

Z友の会サポーターさん、募集屯あなたもぜひ／

4月膿理事やサポーターをおやめになる方もありまして、欠員が生じております。ぜ払あなたもサ

ポーターになってください。お願いしたいことは土日祭の博物館友の会窓口での受付などで孔一度、友

の会の受付へお立ち寄りいただき、「どういうことをするのかaを、お聞きください。

友の会は名のとおり、友達力集まってつくる会で乳そして、受益するひとだけでは、会碍成り立ちませ

ん。お近くの方、お時間のある方／名も知らないお友達のために、こ奉仕くださいますよう、お願いいた

します。



◎総会議案　に　つ　いて

当会で臥5月訪日（土）午削0時から、博物能講堂で、24年度総会を行ないます机その議案の一部を

ご紹介申上げま乱せ払当会の運営にコ鞄むを深めていただき、ご出席くださるよう、楓、いたしま筑

1．イベント

平　成　23　年　度　活　動　報　告
▲、！

（）内は参加者数

04月24日は）講演会r万葉集の成立」

05月29日（日）講演会rごぜ唄語りJ

頭草陰大草講師

（95）

城崎陽子氏

（120）

お話・演奏　　　　　月周祐紀子氏

06月4日（土）見学会「古代・先進の上毛・探索」　　　　　　　　　　　　　（45）

当館主席学芸主幹　　井上尚明氏

07月23日　は）講演会「終末期の古墳とはアj　　　　　　　　　　　　　　　（127）

群馬大学講師　　　　亭島和夫氏

08月知日は）見学会「出土品農と太田天神山盲軋　　　　　　　　　　　　　く4日

当館元学芸細長　　　勅書史胡氏

09月18日（日）講演会「邪馬台図・義向遺跡・看墓古墳J　　　　　　　　　　　（15伽）

明治大学名誉教授　　　大塚初圭氏

010月1日は）講演会r武我の国学者たちJ

跡見学置女子大挙讃麻　中州和明氏

011月13日　相）見学会r芝山はにわ集りと房総凰土配の丘」

012月3日（日）ミニ講演会r博物館友の会はいかにあるべきかJ

蟄磐大学大学院准教授‾　塚原正彦應

0ほ月11日は）講演会r日本古代王権と災軌

専篠大学教授　　　　荒木敏夫氏

01月は日（日）見学会「白洲正子の武相荘■香山衝・8本民家凱

（70）

く95）

（・5・2）

02月17日く金）見学会r冬集会　立正大学博物針挺帯醸造搬・嵐山史跡の樗物館などJ　（46）

03月27日（月）見学会「浅間下遺軌　埼玉県立埋載文化財魂査事業団発掘調査中　　〈52）

03月17日（土）講演会r北武蔵の戦毘時代J

埼玉大学名誉数段

（15伽）

田代　傭氏



2．花王■コミュニティミュージアムtプログラム沙10の棄施

獅rまち調べワークシヨツ判事要素

・事前準備∴岩槻市史などの参考書調べ。尊書の文化財担当者の講話。資料館での醜象

1グノレープ活動「モノj r遺跡t遺軌「岩嶺軌「建軌r地形1自然・交通」の5ザループで「まち

調べ」を2月－4月に各4回程度行なう。メンターは友の会理事、サポーター、応募の一般会員有志。

・地元の女流ドキュメンタリ」峻作家等を講師としてビデオ制作を学鼠

・グJレーブが集合し、コンセプトについて、弼艶「他との差別化をはかるため、日光掬成街道をテーマ

とし、歴史に親しんでいただくことから、博物館への乗蛙促進をはかる」ことをコンセプトと決定。

t撮影1編集・ナレーション採り・映像作家の監修を経てビデオ完成。9月25日におひろめ試写会。

（釘閻軒・飽散歩事彙

・地元観光ボランティアガイド会とのコラボによる市内散歩を5月に実施（参加前人）。

・ビデオ完成を前に一般市民を対象として9月4日、11日に街道散歩を実施（参加計120人）

「（3）fよみ・着き・つくり降J事業

・街道歩きイラストマップを製作。ビデオおひろめ試写会にて、きいたま市立博物館元館長による「日

光御鞄講演、民話かたりrいなわ会」による伝説の読み聞かせ、折り紙製作のイベントを実施

（参加計1旧名）

（4）D唖の配布

・区内小学扱、観光ボランティアガイド、図書垣などへの配布。埼玉新開の記事取り上げにより、約瓢

脚空をいただく。

（5）評価

・手作りの博物館のプロモーションビデオにしては、よく出来た。

・≡醜め来館促進、知名度アツ功こも多少ながら、貢赦したものと評価したい。

3．その他

（1）これまでどおり、会員対象の会報を毎月1回発行　棚の帯革チラシなどを、その都度、同封。

任）理事暮サポーター会議を毎月1回闊艦。

（3）理事▼・サボ⊥タ一による友の会受付を土・日・祭に軌

錘）当会プログの継続
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自　平成23年4月1日

至　平成24年3月31日

上記の遣り平鹿空き年産敬糞についてご琶告いたし暮すゥ　　　　平成24年3月31日

会計　　輔均1⑤

上棟貴書について、出納簿、頼政書、敏支決算書を載重に会計監査香美塞した結集

逆縁なく選定rニ執行きれた事を証します。
監事　　　　　青山　定

監　事　　　　　平野　久



4．平成お年度にお手伝いをいただいた方

◎Aグループ　く斉藤文章・副会長）

斉藤文牽く副会長・見沼区）・青山定義（監事川旧市）大野典司（南区〉

黒澤勝剖月番匡）小林恕子（君代町）斉藤紀子（大宮区）鶉井僅明く哉露市）

手塚　充（大宮区）徳永憲邸（桶川市）西本豊司仲央区）橋本九二男（北区）

広重孝子規沼区）松岳俊一（岩槻区）

～以上、特配のない方は理事～

＝サポーター＝

岩井苧技手（大宮区）片岡節子（芦田市）加藤陽子（北区）長島　勇8尉Il区）

酉島孝1越谷市）‾馬渡憲字（北区）見冨千恵子（大宮区）静細字（北区）

渡辺由美子（久喜市）

◎8グループ　く岩井隆興・胡会長）

岩井隆興て副会長・大宮区）石田　だ（上尾帯）上田彰一部（大宮区）

金子清敏　大宮区）金子慶子（岩槻区）金子　斐く伊奈町）J傾積美砂子（見沼区）

凄弗榔（大宮区）掛男（蓮田市）．滝沢由美子（北区）

町田富夫（大宮区）　山口漬光（長沼区〉

～以上、特記のない方は理事～

＝サポーター＝

石痛手悪手規沼区）鈴木正子仲条区）柴田真知子（川越帯）∵新谷正夫仲央区）

高瀬緋扶育区　境野漬之儀容市）水村陽子鴎集帯）矢内喜美江」大宮区）

◎その他

宮川∵進ぺ会長・越谷市）中村　均（副会長■草加帯）斉藤亨（理事・桜区）

平野久雄く監事・川口帯）

＝サポーター＝　他　方従（練区）元木∴孝（書見町）



昨年度・こ協力いただきました「友の会会員アンケヰ」爛こついて

法政大学教授・金山重昭先生からのご依頼によるアンケートです机このたび別行された先生の著書「公立博物館をN和

にまかせたら」個成折目∝D円＋秘に、同時に行なわれた「野田市立圃場の利用度の高い人たち」、『野田市内の人

たち』へのアンケートとあ粕まその結果が掲載されました。

昌仙＿扁亮一、与寺子笑子誓
1、　　　　　　　■ヽ■　　　　　　　1■　　　　　　　ヾ－

ヽ．

100号も

弧％

邸％

載悔

20％

0％

♂∵巧雪宰㌍誓
lb　　　　　　、ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　脚

壷＿室莞巨星l

羊圭‾言二二台草予こ
す　　　も　　　　　　．h　　　（B〉

上左は「野田両軸紅痛い人たち」仏）で筑
野田ガイドの象自主研究クルーズまちなみ研究会など

のメン／トですム対象者79人

上古は「あ制酸痕の会の人」⑬）と、紹介され

ています机当出盛鵬1イ見場貞4帽人中、
216人からのコ郵弘1ただきました。回収率∈之％

下（左）は、「野田市内での市民対象のアンケート」（0。

うら150刃も国勢温公民隠ホールなどがある市複

柵対象吉敷239人

◎金山先生の分析uj己著書より）

○この「野田市立蜘痛い人た動乱平均的に、毎月2国以上は博物館を利用してい急「自分が何に覿

関心があるの机を、考えている人たちがⅧ近くおり、性き方の員鳳やそのための異体的な活動lこ取り組んでいる人

たちもの％近くにの弘他項献転勤も∝携台で恵も高Lt選挙eO11．4統一地方卦にも大部分の人が投票行

動をとってい急

三者のなかで最もキャリア意識イ人の生きてきた適程や生き方についての意識十が高Lt＜自分の人生や生き方＞と、＜

地域活動＞の項目の数値に大差がないことが注自され息

博物艶の利用により、キャリア意識やまうつくりの意識が高まったことを示しているのでは軌1だろう机

また・個物館におしこそれまでの生涯で知り合うことのなかった異なるキャリアの人たちとの出乱1があった机

どうかに訊ⅥこAは鵬まと訊そうした出会い力あったと答えているのこくらへ日でまま携畠と懐くなってい亀

Aでは簡櫨配車勢こ主体的に関わる橙験をもっているし、クループことの観山佼翻ること力影響しnlるの

でほ乳いだろうか。

○喝田市内での市民対象のアンケート」臥瓢公覿ホールを含む市複合施設の利用者が全体の71．1％を占め

ており・」股市民よりもキャリア憲誠の高い人たちだと想定される机Aにくらべると地域洒勤などの項目の数値は風化

0触臥Aと類似していも＜自分の人生や生き方＞欄する項白状Bよりも総じて高Lt

◎このアンケートから友の会の今後を考える～

OA臥アンケートの対象として⊥はじめから「選抜」された方々であり、暇の乱会員一般⑧と臥同じ土医でくら
べられるものではありませんしかし手数D友の会のあり方に対し次のようなヒントを含んでいるようにと敵われま筑

・友の象そのものよこれまでどおり・博物館を頂損す乱趣旨に賛成された方々を会員としみんなに「さらに」

博縦親しんでいただづ葛ようをメニュー轍す勧泊を続けることでよいのでは、と惑われま筑
・しかし高齢化と趣味∴嗜好の劉靴に対応し・そのような会員のニーオこも応じて行く断りま筑

・退職して、日朝ここもって「さあ何をしてよいか」分から乱＼方々も多いようで筑

・す¢Tこおいしい定爵メニューのほかにト専門店的なメニュー明君する必要があるのではないでしょう机

・「人乳生き瓦地球看臥仲間との交流」などという大上翰こ振りかぶったイベントを用意するのではないかし結果と

して会員のここちに∴ぞういう集り触うなものをト友の会として提臥してゆ＜ことができれまこれこ乞究

極の「『友』の会」ではなし切、と思われま筑

勇
‥
■
。
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埼　玉　県　立　歴　史　と　民　俗　の　博　物　館　友　の　会　の　見　学　会

国立歴史民俗博物

佐倉市の史跡をめぐる⑳
佐倉というのは、正直、行くのがなか畝おっくうなところです。行くとすれl£こういう風に同好の友

人たらとバスツアーで行くのかイチパン。宗吾霊堂までも含めた佐倉の史跡探索のほとんど完敗

日時　平成24年6月9日（土）

集合　午前8時大宮駅西口　ソニックピル西側

コース　大宮＝歴博〉（滞在2時間）＝＜昼食＞＝

佐倉順天堂記念館＝旧堀田邸＝武家屋敷群＝宗吾霊堂

＝大宮帰着　＜6時30分頃予定＞ 事実行委員・稚グループ主宰

～○佐奈順天堂記念離ト8本近代医学発祥の地　○旧堀田邸～佐倉藩′・最後の藩主・

堀田正倫邸宅　○武家屋敷掛り粛下町佐倉のおもかげ　○宗吾霊堂～圧政を将軍

に直訴した佐倉宗吾の供寮のためにつくられた

参加費　6，α）0円（パス・昼食・入館料等）

お申込みは、ハカキ（ハカキお出しの方はご参加いただけます。往復ハカ

キ厳禁）に住所・氏名・電話番号・会員番号・参加イベント名を明記し、

5月28白（月）までに〒337咄2さいたま市薦漕区南中野1183

－10斉藤文章へ。会員限定ですが、ご家族、お友達は参加可と同じパス、

隣席などをご希望の場合は連名で。集合場所地図ご希望の場合i封＼カキに

付記のこと。お簡合せ、簡臥当日の東急電話　m9－1711橋本

埼玉県立歴史と民俗の博物館友の華 



JUNO 埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会ニュース　第69号

平成24年6月10日埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会発行

自　己　流　　博　物　館　の　利　用　法

理　事　西　本　豊　司　（中央区）

博物館に特別な親近感を抱いてはいなかった普通の人間の一例として、私

自身の博物館との関わりを振り返り、博物館の利用形態についても考えてみ

ました。

特に考古学好きでもなく、歴史に造詣が深い訳でもない、平凡な定年近く

の一市民が大宮近くに移り住んで、大宮公園を散歩コースの一つとしたのが、

博物館との出会いでした。従来の仕事人間からの脱却を目指していた6～7

年前から、山歩きや楽器の演奏やサッカー応援に手を染め始め、その延長線

上で、友の会に入会しました。博物館自体への思いは、大宮公園内の立地環

境とそれと調和する前川薗男設計の建築のしっくり感という感覚だけの不

純なものでした。

友の会への入会から6年、講演会や見学会等の催しに時々参加して、関心

の赴くまま、つまみ食い的に未知の新しい話や場所に接するのも楽しいもの

でした。しかし、若い時期も含めて埼玉県在住期間が長くなるにつれて、各

地に移り住んだ私にとっての第三の故郷、或いはそれ以上の土地にさえなり

得るこの地を文化面でも盛り上げたいという思いも徐々に大きくなりまし

た。何が特徴かを一言では言えない埼玉という土地柄は、その多様性にこそ

真髄があるのでしょうか。先祖代々住み着いた人達の中に移住者が次々に移

り住んで、その混成集団が新たな郷土愛の芽を見つけていける場、その拠点

に博物館が相応しいのではないかと今は思います。

多様な郷土愛こそ、本物の愛国心を育てるものであり、さらに国境を越え

て人間同士のつながりを作り出す無定形の単位でしナよう。私達はその単位を

博物館を拠点にして、しなやかに創造的に表現していく。その産物は、‥・

博物館から出発する妄想は、どんどん鉱がっていきます。

気負わずに言えば、博物館利用の基本形態は、歴史の垣根を越えた面白さ

を感じることではないでしょうかp特に、時間と雲間の広がりを眉由に遊び

回れる愉しみは、ある意味で、宇宙や地球を探る想いにも通じるかと思いま

す。一昨年の「五人喋子と能楽」と、昨年の「岩槻の日光御成り道」では、

遊びの場を実践したという実感がありました。

最近のTVでよく茸にする梁塵秘抄の「遊びをせんとや生まれけむ・‥」

の空気が現代にも流れているのでは？オトナのお洒落な遊び場として、博物

館を大いに活用しようではありませんか。



友の会トピック

1．当会24年度総会が終わりました

5月26日（土）、当会24年度総会を行なし＼皆さまのご協力により、各議案を可決、正式に新しい年

度に入り、諸計画を実行することとなりました。本年度の友の会の活動につきましても、ぜひ、これまで

以上のこ協力、こ支援をいただきますよう、よろしくお願いを申上げます。

2．これからの友の会のイベント

07月15日（日）　講演会「平清盛と武蔵」

講師：東京大学史料編纂所教授　本郷和人先生

08月3日（金）講演会「出雲神話と古代文化の点と線～古事記編さん13∞年記念」　　◎

講師：島根県神社庁　錦田剛志先生

08月　5日（日）　見学会「脚折（すねおり）雨乞行事」　～最寄り駅集合・解散の予定～

く鶴ヶ島市に伝わる4年に一国しか行なわれない雨乞い行事を、見に行きましょう＞

08月（日程未定）　見学会「出土品展と乗松山市の史跡」　～バスツアー～

＜昨年に県内で出土した遺物の展示が行なわれているさきたま史跡の博物館を

見学し、その後、三角縁神獣鏡の出た東松山市の史跡を巡ります＞

⑳印は、ご参加募集中のイベントで訊それ以外のものについては、詳細未定ですので、こ応募はお待

ちください。このニュースUUNO」にて、詳細をお知らせしてからのこ応募をお願いいたします。

講寅会のお申込みは往復／＼カキ、見学会は通常ハガ羊で、お願いいたします。お問合せなどについては、

博物館には常駐の担当者はおりませんので、0試：ト4139－m宮川へお願いいたしますム

3．博物館のイベント　＜電話048怖8171＞

○博物館・館内消毒作業のため臨時休館　　6月18日（月）～25日（月）

○博物館の企画展　「にl欄　7月14日（土）から9月2日（日）

○歴史民俗講座「狩野派と橋本雅邦～栄枯盛楓　6月16日（土）13：3ひ〉15：（刀

申込み電話受付中　参加無料150名

○ミュージアムトーク「大堺3号境の石室構造」6月17日（日）13：卸～14：00　当日受付・先着順　30名

○ものつくり工房「藍の絞り染め・ストール作り」　7月11日（水）、20日（金）毎固10名15刀円　6月12日から受付



4．あなたのこ意見、こ希望をお教えください

本年度に取り組みたい活動として、○ミニ講座の実施と　○クラブ活動の試行、というものがあります。

これにつきまして、会員の皆さまのご恵罠、ご希望をお教えいただきたいのです。

（1）ミニ講座

当会の講演会といいますと、1（：D人前後がお集まりいただくことがイメージになっています。もちろん、

そういう講演会も重要であり、必要です。しかし、たとえは15～30人位が集まっていただけるよう

なものであれは会のイベントとして取り上げこもいいのではないかと思われます。

具体的なイメージとしては、○若い学芸担当者の夢をきく　○学説の争点をきく　○学会のタイムリーな

話題をきく～などカーあり、それを毎月とか、2か月に1回とか、継続したい思いです。

いずれにしても、会員であるあなた机とういうテーマの話を聞きたいか？ということを教えていただ

いて、それを出来るだけ、取り上げさせていただこうと患っています。

（2）クラ潮

10人ぐらいの会員が同じテーマを勉強しよう～と集まられるなら、それをクラブとして、公認し、

ニュースを通じて、他の会員の方に呼びかけるとか、講師のお願いのお手伝いをするとか、費用を補助す

るとか～を考えてはどうか、というものです。

例えは遺跡探求会、古墳クラブ、民俗行事を訪ねる会、古文書研究会、懐かしの映画鑑賞会、懐かしの

レコードコンサート会～など、歴史や民俗に関係あれl£　どんなテーマでもよいのではないでしょうか。

◎会員の皆さまへの楓1

0ミニ講座として、こういうテーマを取り上げてほしい　○こういうクラブ活動をしたい机同好のヒト

を募ってほしい　そんな、あなたのこ希望をハガ辛で、お教えいただけませんでしょう机

本当なら、アンケートのハカキでも簡封して、ご恵勇、ご希望をおききするの机スジかも知れません机

この際、拙速をお許しいただいて、皆さまのこ意見、こ希望をお寄せいただくよう、お願いを申上げる次

第です。

ハカキ、封善で、ぜひ、よろしく、楓1を申上l鶴

あて先：〒330・0試）3　さいたま市大宮区高舞町4「219　埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会

「ミニ講座担当」または「クラブ活動担当」へおききしたいことがあるかも知れませんの

で、お観FAX番等をお書き添えください。



埼玉県立歴史と民俗の博物館・埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会・共催・歴史講演会

大河ドラマの時代考証にも、あたっておられる

本郷和人先生に、あなたの住んでおられる

武蔵と平清盛の関連をおうかがいしましょう

ヽ＿＿′ �ヽ 、・． �コヽ �ヽ �h 

J �と � � 

講師：東京大学資料編纂所教授　本郷和人先生

とき：平成24年7月15日（日）午後1時半～3時

場所：埼玉県立歴史

ご参加無料

民俗の博物館講堂

＜東武野田線・大宮公園駅下車・5分＞

ご参加のお申込みは、往復ハガキにお名前・ご住所・お電話番号・

（会員の方は会員番号）を明記し、7月10日（火）までに、〒330－0803さいたま市

大宮区高鼻町4－219埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会へ。

（裏面にご住所・お名前をご記入ください）定則闇名。先着膿とし、オーバーの場合は糾）切らせていただきます。

埼玉県立歴史と民俗の博物館

埼玉県立歴史と民俗の博物館友の会
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